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山並み連携ゼロカーボンシティ共同宣言を表明
毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村の３町１村で、

　二酸化炭素等の温室効果ガスの人為的な発生源による排出

量と森林等の吸収源による除去量との間の均衡を達成した状

態のことを言います。

　その実現を目指す地方公共団体を「ゼロカーボンシティ」

と呼びます。

　毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村の３町１村では、一団の森林による山並みを形成しており、我々に

はその森林を守り育てる責任があり、森林の役割、重要性を再確認しなければなりません。

　今までは、それぞれの町村でさまざまな環境問題に取り組んでいるところです、脱炭素社会の形成は地球的規

模にも及ぶ大きな課題であり、それぞれの町村単独では、なかなか解決に至らないのが現実です。

　そこで、この「山並み連携」により各町村の素晴らしい特徴を活かし、幅広い視点を持ち、そして多くの住民が、

互いに手をつなぎ歩んでいくことで、解決の糸口が見えてくるのではないかと考えております。

　近年、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの増加による地球温暖化の進行が要因となり、世界規模で自然

災害が増加しています。

　今後、さらなる自然災害の頻発と激甚化が予想される中で、環境に対する社会全体の意識や関心が高まっており、

脱炭素社会に向けた動きが加速しております。

　政府では、２０２０年 10 月に「２０５０年カーボンニュートラル」を宣言し、２０１３年から２０３０年の

削減目標を 46％、２０５０年には温室効果ガス排出を実質ゼロとすることを目指しております。
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山並み連携ゼロカーボンシティ共同宣言を表明

脱炭素型の製品・サービスの選択
個人の 投資

今持っている服を長く大切に着る
長く着られる服をじっくり選ぶ
環境に配慮した服を選ぶ

令和 年度 月更新

太陽光パネルの設置
（ゼッチ）

省エネリフォーム
窓や壁等の断熱リフォーム
蓄電池（車載の蓄電池）
・省エネ給湯器の導入・設置
暮らしに木を取り入れる
分譲も賃貸も省エネ物件を選択
働き方の工夫

スマートムーブ
ゼロカーボン・ドライブ

食事を食べ残さない
食材の買い物や保存等での食品
ロス削減の工夫
旬の食材、地元の食材で
つくった菜食を取り入れた
健康な食生活
自宅でコンポスト

植林やゴミ拾い等の活動

使い捨てプラスチックの使用を
なるべく減らす。マイバッグ、
マイボトル等を使う
修理や修繕をする
フリマ・シェアリング
ゴミの分別処理

再エネ電気への切り替え
クールビズ・ウォームビズ
節電
節水
省エネ家電の導入
宅配サービスをできるだけ一回
で受け取ろう
消費エネルギーの見える化

脱炭素社会の実現には、一人ひとりのライフスタイルの転換が重要です。
「ゼロカーボンアクション30」にできるところから取り組んでみましょう！

　毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村 3町１村の二酸化炭素排出量の合計は環境省が公表
する自治体排出カルテによると、２０１３年では約38万ｔ。次の２０１９年の調べでは30万ｔ
とされております。これを２０３０年には 46％の 20 万ｔまでの削減目標が掲げられ、さらに
２０５０年には８万ｔまで削減しなければなりません。この８万ｔは 3町１村のすべての森林が
吸収する８万ｔの数量と同じであり、
８万ｔ－８万ｔ＝０万ｔ
したがって０カーボンとなります。
　今後は排出量を下げ、吸収量を増やしていくことが最大の目的となっております。

　２０５０年カーボンニュ
ートラルの実現に向け、一
人ひとりのライフスタイル
を脱炭素型へと転換して
いくことが重要であり、環
境省では、家庭部門のＣＯ
２排出量の削減目標の達
成を図るべく、できること
から始めよう、暮らしを脱
炭素化するアクションとし
て、「ゼロカーボンアクシ
ョン30」を発信していま
す。

毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村の３町１村で、

地球のために
できること！

ゼロカーボンビジョン


